
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  会社法に伴う組織変更手続き 

Ｑ：会社法が施行され、有限会社から株式

会社に変更した場合、どのような手続きがい

りますか？ 

 

Ａ：法務局での登記手続き、税務署などへ

の届出などが必要となります。 

【解説】 

［登記手続き］ 

会社法施行後における有限会社から株式会

社への移行手続きは、いったん有限会社を解

散した後、株式会社の設立登記をすることと

なりますので、会社においては、株主総会で

定款変更の決議をし、その株主総会議事録な

どを添付して解散登記及び設立登記の申請手

続きをすることになります。 

 ［税務署等への届出］ 

登記手続きでは、有限会社の解散・株式会

社の設立とする申請をしますが、新会社法で

は、有限会社から株式会社への変更は、組織

変更ではなく商号の変更としています。した

がって、税務署、都道府県税事務所、市町村

役所へは、解散・設立の届出をするのではな

く、商号変更の届出をすることになります。 

 ［申告の手続き］ 

法人税では、法人が組織変更をして他の種

類の法人になった場合でも、その解散、設立

の登記はなかったものとして取り扱われ、組

織変更した法人の事業年度を継続することと

なっています。したがって、有限会社から株

式会社に変更した場合も、そのままその事業

年度を引き継ぎ、通常通りの申告をすること

となります。  
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